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株式会社NTTデータ　総務部 社会貢献推進室 イノベーション経営カレッジ推進担当
TEL：050-5546-8697／FAX：03-5546-8068／E-mail：nttdata@imc-j.jp

＊イノベーション経営カレッジは、株式会社NTTデータの20周年記念事業の支援を受けて実施しています。
NTTデータの20周年記念事業における「イノベーション経営カレッジ」への取り組みについては、下記にお問い合せください。

2012年度 第8期

イノベーション経営カレッジ
プログラム開催予定

前半4 日間：2012 年10 月23日（火）～26日（金）
後半5 日間：2012 年11 月26日（月）～30日（金）
会場：軽井沢プリンスホテル（長野県北佐久郡軽井沢町）

参加費用：
＜1名様あたり＞630,000 円（消費税込）
＊宿泊（個室）･食事代込み／会場までの交通費は含みません。

詳細は･･･

http:// imc-j . jp

〒103-0012 東京都中央区日本橋堀留町1-10-11 井門堀留ビル4階
TEL：03-3249-4101／FAX：03-5645-8493／E-mail：im_college@juas.or.jp

イノベーション経営カレッジ担当

「イノベーション経営カレッジ」へのお申し込み、お問い合せは‥‥

イノベーション経営カレッジ®..

「イノベーション経営カレッジ」「Innovation Management Col lege 」「IMCJ」およびそのロゴは、
一般社団法人 日本情報システム・ユーザー協会の登録商標です。

Aug.2012

明日のイノベーション経営の担い手を育成する



正、微修正でやってきたのですが、これではあま
りに弊害が多く、抜本改革に着手したわけです。
2004 年からですから、これからその成果が現れ
てくるでしょう。こうしたなかで、経営会議でも
日常的にIT の問題も取り上げられるようになりま
した。一番大きいのは、全体を横睨みする抜本改
革のための組織を設けて連動させたことですね。
山下　プロセスの見直しをしてある部分をなくせ
ば雇用確保という問題も出てきますから、そこで
先ほどおっしゃったように、新しい事業、新しい
サービスを興す、市場を開拓する方向でもIT を使
うことが重要になってきますね。
石原 新しい領域がやりやすい形でシステム化で
きれば、配置された人も今まで以上の力が発揮で
きるかもしれない。そういう展望も開かれるのでは
ないか、と思いながらやっているところですけれど
もね。新しい収益機会を設けるという点では、
我々も生命保険を扱うようになりましたが、今後
はもっと規制緩和などで異種の新しい領域が出て
きて、メーカーもサービス産業も、多分、従来の
業種を墨守するというわけにはいかなくなる。そ
こでも IT は不可欠で、とくにサービス産業では、
いかに付加価値を高めるかが重要で、ビジネスプ
ロセスの変革を伴うIT があって初めて飛躍的に高
まるわけです。
山下　今、日本の国際競争力の低下が懸念されて
いますが、今のお話のようにサービス品質のよさ

などの日本の強みを活かして知識集約型へ競争力
の源泉を変える。それも内なる変革を伴わなけれ
ば、国内産業の空洞化も止められないと思うのです。

日本再生のエネルギーに

石原 今の日本の内需・外需の袋小路にあるよう
な閉塞感、将来への不安から自信喪失したような
状況にあって、突破口を開けること。そこにおい
て「イノベーション経営カレッジ」の卒業生も増え
てまいりましたが、志を広げていくのが大事では
ないか。カレッジの語源はcol league ＝仲間だ
そうですが、志をもった集まりとして大きな層に
なればいいと感じているのですけれども。
山下　そうですね。あたかも平成の松下村塾、あ
るいは千葉道場のように、日本再生の同志的な集
まりとして存在すればいいですね。
石原 幕末に大阪にも適塾というのがあって、全
国から人が集まっていたそうです。
山下　藩を超え、今ならば企業を超えて。千葉道
場も松下村塾も、彼らがそこで学んだ期間は実は
そんなに長くないのですが、とても密度の濃い時
間をともに過ごして、その後のコミュニティみたい
なつながりで大きな力になっていったと思うので
す。「イノベーション経営カレッジ」もそのような
場であってほしいし、それには行政からもぜひ参
加していただいて、官民一体となって日本再生の
エンジンになってもらいたいものです。

厳しい状況だからこそ
組織変革を促し

競争力の源泉を変える

株式会社NTTデータ 取締役相談役　

山下 徹
イノベーション経営カレッジ委員会 副委員長

改革のツールとしてのIT

石原 今日は、「イノベーション経営カレッジ」委
員会の委員長・副委員長という立場から、このカ
レッジの担うもの、目指すべきところをお話でき
ればと思いますが、私も何回か講義にまいりまし
て皆さんの熱意が伝わってきますし、互いに親し
く交流してとてもいい感じになっていますね。
山下 アメリカの「CIO ユニバーシティ」とは、目
指すところが全く違いますね。アメリカの職業的
専門家育成に対して、「イノベーション経営カレッ
ジ」は会社のなかで総合的に成長していくという、
日本に合った考え方がベースにある。また、「志」
を非常に重要視し、それをフェイス・ツー・フェ
イスで伝えるのが、ここの一番の特徴かなと、最
近とくに感じます。
石原 企業の投資のなかで IT コストは相当大き
なウエイトを占めていますから、CIO は何を優先
するかというインベストメントの責任者でもあり、
経営と一体となって会社を「こうしたい、こうい
う形にもっていきたい」という視点と強い意志が
必要でしょう。ましてIT 部門は会社全体を、それ
も支える場から見ているので、まさにイノベーショ
ンを起こすことができるわけです。
そもそも日本の IT 投資は、一貫して効率化の

ために行われ、ビジネスプロセスやビジネスモデル
は手つかずだった気がします。これではある段階

までは生産性は向上しますが、限界が出てくる。
縦割りの組織のなかで全体最適がないので、少し
ずつ改善はするものの飛躍はないですね。
山下 確かに、IT は小さな改善には向きません。
縦糸を横糸に組み直すような抜本的改革・組織変
革をセット、もしくは先行して行い、そこで必要
とされるIT に投資するという流れでなくては。
石原 従来のビジネスプロセスはその企業の一つ
のカルチャーですから、それに慣れ親しんだ人にと
って環境が変わるのはとても抵抗がありますけれ
ども、経営として新しいビジネスプロセス、新し
いビジネスモデルにもっていく。それを達成するに
はIT は必須であり、経営そのもの、経営と表裏を
成すものだと思います。

内なる変革とビジネスの創造と

山下　基幹系と情報戦略系という IT の2 つの側
面で、一般的にアメリカと比べて日本は情報戦略
系が遅れていると言われていますね。しかし、基
幹系の問題の方が実は大きいと感じています。基
幹系の抜本的な改革が今、日本企業に求められて
いるのではないでしょうか。
石原 その意味では、私どもの会社も例外ではな
く、従来、ともすればそれぞれの部門が最適を求
めてその積み重ねで情報化計画ができあがる。そ
うすると基幹系がどんどん肥大化して、いかにこ
れを削るかと。しかし、人やコストの問題で微修

「こうありたい」という
強い意志をもって
ビジネスモデルの創造を

一般社団法人 日本情報システム・ユーザー協会 会長
東京海上日動火災保険株式会社 取締役会長

石原 邦夫
イノベーション経営カレッジ委員会 委員長
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巻頭対談：日本企業の競争力向上のために



■■■

■■■

■■■

■■■

■■■

■■■

■■■

■■■

■■■

■■■

■■■

■■■

次代のイノベーション経営の
担い手を育成する
「イノベーション経営カレッジ」（InnovationManagement College of Japan：
略称 IMCJ）は、日本情報システム・ユーザー協会（JUAS）が運営する次代のイ
ノベーション経営の担い手を育成する取り組みです。これは、経済産業省の
「IT 経営協議会･CIO ワーキンググループ」で検討された人材育成のプログラ
ムを展開･実現したもので、経営資源としての情報と IT を戦略的に活用し、
企業を変革する「イノベーションリーダー」を輩出することを目的としています。

國領二郎（慶應義塾大学 総合政策学部長 教授）
嶋岡正充（ソニー生命保険株式会社 取締役 執行役員専務）
須藤 修 （東京大学 大学院 情報学環 教授）

根来龍之（早稲田大学 大学院 商学研究科 教授）
宮沢修二（株式会社ラーニング・アーキテクチャ研究所

代表取締役社長）

横塚裕志（東京海上日動システムズ株式会社代表取締役社長）

IMCJ の運営は、経営者、CIO、有識者で構成される委員会が監修しています。

委員一覧： 50 音順・敬称略（所属・役職は2011 年12 月時点）
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目指すべきイノベーションリーダー＝CIO像

育てる
イノベーション経営を
実現する人材の育成

つなげる
企業を横断した
イノベーションリーダーの
ネットワーク

見出す
イノベーション経営の
普及を目指した
知見の収集・創造

ラボ

コミュニティ

［イノベーション経営カレッジ］の狙い

いまや企業経営にとって、欠かすことのできない重要な経営基盤となったIT。少子高齢化

による市場規模の縮小や急速なグローバル経済の進展等、今日の日本企業が直面している

厳しい環境変化に対応していくためには、ITを業務効率化のみならず変革のためのツール

として活用し、企業の競争力向上につなげていくことが重要です。

企業変革を促進し、競争力を向上させる IT 活用

IMCJ では、CIO に従来求められていた「情報システムの最適化」という役割に加え、「情

報活用による経営戦略の創造」「全社横断のビジネス変革」「ITガバナンスの確立」という3

つのミッションを実現するイノベーションリーダーを育成します。

（注：3つのミッションは経済産業省の「目指すべきCIO 像」からの引用です。）

イノベーションリーダーの輩出

IMCJ では、「プログラム」「コミュニティ」「ラボ」という3つの取り組みを活動の大きな柱

に据えています。イノベーションリーダーを育成する「プログラム」、そのネットワークであ

る「コミュニティ」、そして、イノベーション経営の知見の創出・発信を行う「ラボ」。この

3つの活動を柱に、広く日本企業の活性化と発展に貢献してまいります。

日本企業の発展に寄与する取り組み

IMCJ のプログラム参加者は、所属企業の業界も多岐にわたっています。将来、IMCJ 出

身者のネットワークが日本企業のイノベーションを牽引すると信じ、産官学・業界横断的

な「人的・知的情報交流の場」になることを目指しています。

相乗効果を生むイノベーションリーダーのネットワーク

イノベーション経営を普及・推進する活動の3本柱
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委員長：
石原邦夫（社団法人 日本情報システム・ユーザー協会 会長）
副委員長：
山下 徹 （株式会社NTTデータ 代表取締役社長）

委員：
縣 厚伸 （イオン株式会社 執行役）

飯島淳一（東京工業大学 大学院 社会理工学研究科 教授)
遠藤紘一（リコージャパン株式会社代表取締役会長執行役員）
大島哲也（トヨタ自動車株式会社 理事 ITマネジメント部長）
小尾敏夫（早稲田大学 大学院 国際情報通信研究科 教授）
木内里美（大成ロテック株式会社 常勤監査役）

全社横断のビジネス変革
IT を活かした「ビジネスプロセスの変革」
「ビジネスモデルの変革」を推進し、企業
の競争力向上に貢献する。

情報活用による経営戦略の創造
企業内外の情報を組織的・系統的に蓄積・分
析・活用し、経営戦略上の意思決定に寄与
し、新しいビジネスを創造する。

I Tガバナンスの確立
全社的な IT 活用を俯瞰し、業務、IS の構
造とともに、IT 部門の機能と役割を変革
し、企業の「全体最適化」の実現を図る。

情報システムの最適化
情報システムの適切な運用や管理を行
い、企業内の情報システムの最適化を実
現する。

Chief
Innovation
Off icer

Chief
Intel l igence
Off icer

Chief
Information System

Off icer

Chief
Information
Off icer

プログラム



講師陣には、日本を代表する企業のCEOやCIO を迎え、講師自ら携わった事例を示し

ながら、その経験とノウハウ、ビジネスマインドを惜しむことなく開示していただきま

す。第一線で活躍する多忙な方々が、貴重な時間を割いて協力してくださるのも、次代

の日本を憂う思いと、IMCJ の果たす役割への期待を物語るものです。

現役CEO・CIOとの熱気あるディスカッション
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プログラム：イノベーションリーダー育成

石原邦夫 氏
東京海上日動火災保険（株）
取締役会長

遠藤紘一 氏
リコージャパン（株）
代表取締役 会長執行役員

大路延憲 氏
花王（株）理事
情報システム部門統括

木内里美 氏
大成ロテック(株)
常勤監査役

菊川裕幸 氏
JFE システムズ(株)
取締役社長

木村昌平 氏
セコム（株)
取締役会長

齋藤正勝 氏
カブドットコム証券（株)
取締役 代表執行役社長

矢澤篤志 氏
カシオ計算機（株）
執行役員 業務開発部長

鈴木義伯 氏
（株）東京証券取引所
専務取締役

横塚裕志 氏
東京海上日動システムズ（株）
代表取締役社長

＊掲載は2011年5 期･6 期のケーススタディの講師陣（50 音順、所属・役職は2011 年12 月時点）
講義、ケースメソッドの講師陣および1 ～4 期までの講師陣は以下を参照ください。
http:// imc- j . jp/program/lecturer .html
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IMCJ のプログラムが対象とするのは、企業等の変革を担うミドルマネジメント層。

「ビジネスモデル」「業務システム」「情報システム」の3つの革新の構想力と、その実

行・推進に必要なヒューマンスキルの向上を目指し、「経営戦略」「業務プロセス改革」

「IT ガバナンス」「リーダーシップ」等を体系的に学びます。これら一連のプログラム

で、イノベーションリーダーとしての確固とした視座を養います。

体系的プログラムで視座を上げる

プログラムは、2 回に分けた9 日間の合宿形式。受講生は各期20 名程度と比較的少

人数であるため、講師や受講生同士のコミュニケーションも密度が濃く、本音の議論が

交わされます。こうした企業や立場を超えた志を同じくする者同士の相互啓発は、IMCJ

のプログラムの一つの特徴です。

合宿型ならではの密度の濃さ

必要な知識を学ぶだけではなく経営とのつながりで IT を捉えなおすこと、そこからス

タートします。日本を代表するCIO から実際に企業で実現した変革事例を直接聞き、

気づきを得る。そして、ケース教材による模擬体験などを経て、プログラムの最後は自

社の課題解決へ向けた発表で締めくくられます。カリキュラムの内容はきわめて具体的、

かつ実践的なもの。ここで得るのは、「静的な知」ではなく、講師や受講者相互のコミュ

ニケーションから生み出される「生きた課題解決力」です。

到達目標は自社の変革

時間外も互いに自社の問題を持ち寄って話し
合う。「いざとなったら彼らがいる。彼らのた
めなら全力を尽くす」というほどの絆が生ま
れるのも、IMCJ ならではです。

［イノベーション経営カレッジ］の活動内容

C I O

IT部門長

経済産業省の
「CIOの知識体系」

経営戦略

情報活用戦略

業務・プロセス改革

IS 戦略・ITガバナンス
I T投資管理

組織・人材育成

IT技術改革潮流

ITリスク管理

IS 実行管理
プロジェクト管理

IT調達管理

経営的視座で
構想・実行できる
リーダーへ▼

IMCJ のプログラムは、経済産
業省の「CIO のための知識体系」
に準拠したカリキュラムを組ん
でいます。

▼

IMCJ のプログラム

■ 業務プロセス改革

■ IS 戦略
■ IT 投資管理
■ IT ガバナンス
■ IT 組織・人材戦略

■ リーダーシップ

ビジネスモデルの革新

業務プロセスの革新

情報システムの革新

ヒューマンスキルの向上

▼
▼

▼

■ イノベーション経営
■ 経営・経営戦略
■ 情報活用戦略

▼
学ぶ

気づく

考える

できる

IT知識
（情報戦略、IS管理）

経営知識
（経営戦略等）

ヒューマンスキル
（リーダーシップ等）

人間力（マインド・センス・モラル）

自社の課題解決を自ら考え、「実践」する

少ない情報のなかで意思決定を「考える」

現役CEO・CIO と
本音のディスカッションで「気づき」を得る

体系的な知識・方法論を学ぶ
講 義▼

事例研究
（ケーススタディ）

模擬体験
（ケースメソッド）

自社研究
（総合発表）

実 践▼
▼

▼
▼

4つのステップで
｢実践力」を養う



コミュニティ：ネットワーク支援 ラボ：知見の収集・公開

主査：
飯島淳一（東京工業大学 大学院 社会理工学研究科 教授）

委員：
阿部興人（国分株式会社 マスター管理部長 兼

東京支社販売業務担当部長）

石野普之（株式会社リコー IT/S本部 IT/S企画センター所長）

歌代 豊（明治大学 経営学部経営学科 教授）

イノベーション経営研究会メンバー： 50 音順・敬称略（所属・役職は2011 年12 月時点）

梅嶋真樹（慶應義塾大学 政策・メディア研究科 特別研究講師）
（株式会社 IHI 回転機械 企画財務部

情報システムグループ部長）

北澤 清（イオンアイビス株式会社 システム開発本部 本部長）
藤井大児（岡山大学 経済学部 准教授）
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■■■
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■■■

■■■

■■■

■■■

■■■

■■■

■■■

■■■

■■■

■■■

■■■

■■■

開催実績：
第1回同窓会 …… 2010年1 月29日（金）

第1 部　イノベーションカンファレンス2010／ JUAS 特別セッション
第2 部　パネル・ディスカッション「イノベーション経営を担う人材の育成」
第3 部　交流会

第2回同窓会 …… 2010年6 月11日（金）
第1 部 特別講演「新たなる領域への挑戦　製造業のサービス化」
第1 部 宮木正俊氏（パナソニック電工株式会社）
第2 部 交流会

第3回同窓会 …… 2011年1月18日（火）
第1 部 ワークショップ「イノベーションリーダーに必要な資質」
第2 部　特別講演「IT版プロジェクト-Ｘ 未踏領域への挑戦」
第1 部 佐藤正史（IMCJコーディネーター）
第3 部　交流会

第4回同窓会 …… 2011年7 月21日（木）
第1 部 ワークショップ「3.11 Before ／After」
第2 部 交流会

＊イノベーションカンファレンス2010は（株）NTT データのイベントです。

講演会やワークショップなども交えた年 2 回の同窓会は、プ

ログラム終了後の受講生にとって貴重な人的交流の場。企業を

超えたイノベーションリーダーのネットワークとして、今後が

期待されます。

企業を超えてイノベーションリーダーをつなぐ

メンバーサイトやIMCJ facebookページを通じて、プログラム

終了後も継続的なフォローアップ環境を提供し、講師と受講生

同士の情報交換やコミュニケーションをサポートしています。

プログラム終了後のネットワークづくり ワークショップによる討議

ラボでは、イノベーション経営に関する調査を実施し、その分析結果等を公表していま

す。2009 ～ 2010 年度は、企業のイノベーション経営に関する取り組みとそれを

支える組織に注目し、分析においては外部有識者とプログラム修了者から構成される

「イノベーション経営研究会」を組織して、多角的な視点から分析を試みました。結果

はウェブサイトを通じて広く一般に公開しています。

各種報告書の公開･提言活動

イノベーション経営の分析・研究の場であるラボでは、企業革

新の事例や企業動向調査を基に、イノベーション経営に関する

方法論・考え方などを発信し、イノベーション経営の普及・推

進を目的としています。

メンバーの会社を訪問し、IT 活用
の場を見学して意見交換するなど、
活発な同期会が開催されています。
写真は、JFEスチール千葉製鉄所にお
ける3期同期会（左）、ベネッセアー
トサイト直島での4期同期会（右）。

卒業生が一堂に会する同窓会は、講
師も含めて境目なくネットワークが
広がっていきます。旧交を温めるだ
けではなく、期をまたいだ新たな出
会いと絆を生む貴重な機会です。

実施調査・報告など：

「企業のイノベーション経営に関するアンケート」（2010 年度）
対　　象：東証一部および二部上場企業のうち1,819 社に調査票送付
実施期間：2010 年11 月～12 月
調査目的：我が国の上場企業における変革を促す経営やその特徴を明らかにし、特に IT活用状況がど

のように寄与しているかについて手掛かりを得る。
調査結果： http:// imc- j . jp/ lab/report2011.pdf

ワークショップ運営支援：
ラボでは、2011 年にプログラム修了者に
よるイノベーションワークショップを立ち上
げ、その運営支援をスタートしました。プロ
グラム修了者相互の意見交換の場として、テーマごとに参加者によ
る討議を重ね、実践につなげる成果を見出すことを目標としていま
す。また、その成果は、今後、積極的に発信していく予定です。

活動経過：
テーマ「日本を元気にするための地域活性化」
第1 回 2011年 9 月：課題抽出
第2 回 2011年11月：「地域の課題解決に向き合う人のモチベーション」
第3 回 2011年12月：「コミュニティ活性化のための人とつながり」
第4 回 2012年 2 月：「コミュニティ活性化を支える社会・I T 基盤」
第5 回 2012年 3 月：まとめ
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株式会社東京証券取引所 専務取締役

鈴木 義伯氏

「事実」に根ざして
新しいチャレンジをめざす

リコージャパン株式会社 代表取締役 会長執行役員

遠藤 紘一 氏

変化に強い
人と組織になるために

■■■

■■■

■■■

■■■

■■■

■■■

■■■

■■■

■■■

私の現状認識として、企業における IT の位置づ
けが変化しているというのが原点です。IT に求めら
れることが、事務合理化のツールとしての利用から
企業変革の決め手になって、IT やCIO に求められ
る役割も変わり続けている。その変化する業態に身
を置いている限りは、変化に強くなる必要がある。
変化にはリスクを伴うわけで、それを避けている

とロクなことはない。リスクをコントロールして味方
にするくらいでなくてはダメです。それができるよう
になるには、多少の失敗をして痛い目にあって反省
し、それを糧にできるぐらいの気概が望まれる。そ
ういうマネジメントが働いている企業が、うまくい

くのではないか。
そこにおいてIMCJ の意義とは何か。やはり、経

験しなければ積み上げられないことは多々あって、そ
れをある部分、ここで得ることができること。また、
これから企業の責任者になり得る人たちが、多様な
人たちとコミュニケーションを図りながら、それぞれ
の課題を一定のレベルで共有できる。その環境が提
供されていることにあると思う。
IT が企業経営の根幹になってきたという意味で

は、IT に携わる人間だけでなく、例えば金融機関の
経営企画部門など、畑違いでも企業経営を担う部門
の方にはぜひとも参加してもらいたいですね。

［イノベーション経営カレッジ］の存在意義

ここに来られる方は、社内で一定の実績がありつ
つも、「まだやるべきことがあるはず」と葛藤してい
る、そういう進歩の源泉を抱えた人が選ばれて参加
していると感じます。しかし、直面する問題は各人
各様なので、事実を把握するとはどういうことか、
自分がなぜその結論に至って行動したか、その過程
にもこだわって話しているつもりです。
スペシャリストというのは、ともすれば自分の持

っているもので勝負しようとするけれど、それよりも
今やるべきことを本当に虚心坦懐で考えられるかど

うか。問題の解決には、まず事実が重要で、今、何
が起きているかを、どこまで自分自身で正しく把握
することができるか。問題を正しく理解しようとす
る姿勢のある人は、必ず伸びます。
IT 部門では、全社の情報の種類や変化、情報が

入ってくるタイミングで、その意味することが把握
できるわけです。けれども、システムをつくった当初
の目的にしかIT が使われていないことも多い。眠っ
ている事実に気づけば、まだできること、やるべき
ことは無数にあるだけに、ここでヒントを得て、「も
う一度チャレンジしてみよう」「こんなアプローチを
してみよう」と、そんな気持ちが芽生えて帰っても
らえれば嬉しいですね。

慶應義塾大学 理工学研究科

横溝 陽一氏

ノンコア領域から
コア領域へ

カシオ計算機株式会社 執行役員 業務開発部長

矢澤 篤志氏

日本を牽引するという
気概をもって

このプログラムに参加するメリットは、企業のな
かの閉じた世界では見えなかったことに気づくこと。
ここでの人間関係から、自分の立ち位置が見え、そ
の人が変わるステップボードになる。その意味で、
IMCJ の意義は人的ネットワークそのものにあると
思う。このネットワークが、これからの日本を大き
く変えていくようであってほしいですね。
今日の日本企業の問題点は、マネジメントも現場

も考えることを放棄していることです。IT を使っ
て、何をどうするかは自分で考えなくては。考える
ことで思いも深まり、借りものではない自分の言葉
だから腹落ちする。そこから日本型イノベーション
が、必ず生まれてくるはずです。しかし、IT 部門は
おしなべて「集団先送り体質」で、その体質をどう

変えるかが面白いわけです。
だからこそ、人のイノベーションへの投資が必要

です。チェンジエージェントになる人を毎年、この
研修に送り込むことで、彼らが今までと違った行動
をとり、大きな「うねり」となって企業の体質を変
えていく。それだけ影響力のある講師陣がここには
揃っているし、その実体験と思いを直接、聞き、感
じるという、まさに「手づくり」の講義を行ってい
る。こうした手づくりの良さを、IMCJ にはこれか
らもしっかり維持していってもらいたいものです。

受講生は皆、現状に問題意識をもち、それを「な
んとか変えよう」「変えたい」という思いの強い人た
ちです。私自身も同じ思いをもって、改革に取り組
んできたので、その事例の背景にある問題意識や課
題がすんなりと共有できるのだと思います。
CIO のミッションのうち、「IT ガバナンス」はも

ちろん重要で、CIO そして IT 部門が中心的に担っ
ていかなければならない分野です。また、「業務プロ
セス改革」も難しい分野ですが、世界と比較して
も、日本企業はそれなりに取り組んできており、ノ
ウハウも蓄積されてきている。一方で「情報の戦略
的活用」が欧米と比較して非常に遅れており、そこ

を底上げしていくべきだと感じています。
私たち IT 部門の土俵は、従来、ノンコア部分の

業務の IT 化が中心でした。しかし今後は、技術の
進化を捉えつつ、商品企画やマーケティング、営業
など、コアな分野の改革や情報活用へと活動をシフ
トしていくことが重要です。そのためには社内の情
報だけではなく、外部の情報をどう収集し提供して
いくかなど、活動のステージを広げていく必要があ
ります。そこへ至るハードルは高いのですが、卒業
生同士が自社の課題を持ち寄り、成功体験を共有し
たりすることでステージアップを図る。そこにおいて
IMCJ の今後が期待されるところですね。

■■■

■■■

■■■

■■■

■■■

■■■

■■■ ＊掲載の講師陣の所属・役職は2011 年12 月時点のものです。



［イノベーション経営カレッジ］プログラムレポート

受講生の
プロフィール：

IMCJ のプログラム参加者は、1～6 期で延べ100 名（2011

年12 月現在）。その所属企業は多岐にわたり、それぞれが自社の

将来を担う役務に就いています。また、継続して受講者を派遣

する企業が多いのも特筆すべきこと。組織のなかに同じ思いを

もつ人を増やし、企業のなかから変革していこうとする意識の

現れと考えられます。

プログラム全体を通して、IMCJ では受講生に対してアンケートを実施して

います。プログラム全体の評価だけではなく、個々の授業についても踏み込ん

だ意見を聞き、次のカリキュラム構成の参考にします。学びの場を提供するに

とどまらず、受講生とともに成長する IMCJ でありたいものです。

これまでの受講者の所属企業：（50音順）

IIMヒューマン・ソリューション株式会社、株式会社 IHIエアロスペース、株式会社 IHI回転機械、アサヒビジネスソリューション

ズ株式会社、味の素株式会社、味の素システムテクノ株式会社、イオンアイビス株式会社、伊藤忠商事株式会社、株式会社エクサ、

株式会社ＮＨＫメディアテクノロジー、NKSJシステムズ株式会社、株式会社ＮＴＴデータ、花王株式会社、鹿島建設株式会社、

キリンビジネスシステム株式会社、株式会社神戸製鋼所、国分株式会社、コベルコシステム株式会社、JX日鉱日石エネルギー株

式会社、JFEシステムズ株式会社、株式会社JTB情報システム、新日鉄ソリューションズ株式会社、スカパーJSAT株式会社、

住友電工情報システム株式会社、全日空システム企画株式会社、ソニー生命保険株式会社、株式会社損害保険ジャパン、第一生命

情報システム株式会社、株式会社ティージー情報ネットワーク、帝人株式会社、株式会社テプコシステムズ、電源開発株式会社、

東京海上日動火災保険株式会社、東京海上日動システムズ株式会社、東京ガス株式会社、株式会社東京証券取引所、東レ株式会社、

株式会社東レシステムセンター、日揮情報システム株式会社、株式会社日本アクセス、日本ユニシス株式会社、日置電機株式会社、

古河インフォメーション・テクノロジー株式会社、株式会社ベネッセコーポレーション、本田技研工業株式会社、株式会社マイプ

リント、株式会社リコー、株式会社りそなホールディングス、株式会社菱化システム、株式会社ローソン、株式会社Y2S 

各期の受講生数と平均年齢：

第1期（19人･平均年齢43.8歳）、第2期（17人･平均年齢47.7歳））、第3期（15人･平均年齢46.4歳）、第4期（15人･

平均年齢46.0歳）、第5期（19人･平均年齢46.4歳）、 第6期（15人･平均年齢45.9歳）

＊グラフは、期をまたいで複数の受講
生を派遣した企業も延べでカウント
し、グループ企業の情報サービス会社
は本体の業界で集計しています。
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9日間という期間　
もっと長くてもいい　
4％

ちょうど良かった　
76％

長すぎた
20％

IMCJプログラムへの
推薦意向

わからない　
10％

ぜひ薦めたい
90％

とても満足
88％

満足　
12％

全体的な評価

良かった　
3％

とても良かった
97％

合宿形式について

プログラムの評価：

＊「合宿形式への評価」については、
3 期以降では設問しなかったため、
1・2 期の集計によるものです。

経営への心構えや考え方などの気づき
も多く、具体的な行動につながる結果
が出た。

 

上図はフリーコメントを項目に添って
分類したもので、目的意識が明確かつ
目線の高さが際立つ。

左図は、企業グループで分類したもの
で、多岐にわたる業界から参加してい
ることがわかる。

非 IT 関連では、人事部門、営業部門、
R＆D部門、事業部門などからの参加
者であった。

40 代が約 7 割を占める。役職の呼称
は各社さまざまだが、課長・部長クラ
スが多い。



★改革は特別なものではなく、日常の改善の積み重ねであること。（S・F） ★ IT 活用のうまい
企業は、足下ばかりでなく、先を夢見ていることが印象的であった。（Y・H） ★経営戦略からの
ブレイクダウンだけではなく、IT 側から発想する方が現実的という考えに同意した。（Y・H） ★
改革に特効薬はない。ただし、IT 部門・IT の力を活用することで、会社を変えることはできると
感じた。「どうしたい」「どうなりたい」との志を強くもっていきたい。（O・H） ★組織をデザイン
する、という観点で、もう一度自社を見直したいと思った。（K・Y）
★総合発表は私にはすべて役に立つものでした。経営戦略・方針から
IT で何に対応するかという思考、どこにスポットを当てるかという視点
は参考になります。（K・K） ★ IT は経営から最も遠い所にいると思
っていたが、IT人材は社長に必要な要素のいくつかを備えているという
ことで自信のかけらをもつことができました。（N・T） ★情報はある

にもかかわらずそれをビジネスに転換できてい
ない事実。何かチャレンジしてみたいと思いました。（T・K） ★21時
以降のラウンジでの交流会は、事業推進する上でのいろいろな局面での
表現の仕方、導き方にポジティブな影響があると思った。（T・H） ★
「改革のタネは自分で用意する！」すべてはこの言葉に込められていると
思った。（S・K）

受講後の感想：
「受講してみて感じたこと、得たものとは？」―― 受講者からは、いずれの授業でも、

びっしりと書き込んだ感想やコメントが寄せられます。そのほとんどが、プラスに転化

した思考やこれからの意気込み。以下に、ごく一部を抜粋して掲載します。
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★見える化の重要性、イノベーションを起こすきっかけや発想に至るまでの思考法を学べた気がす
る。（K･T） ★体験から得た知見、教訓を、体系的に説明していただき、概括的に言えば、イ
ノベーションの意味、精神を自分の言葉で表現できるようになったと思います。（T・H） ★感じ
て動くということに真にマッチした研修であった。（K・I） ★後半は前半のINPUT をさらに整
理し、また行動に移すための勇気をいただいた内容だったと思います。（N・O） ★個性的プレゼ
ンテーター、個性的な出席者、個性的なコーディネートをする皆さんの絡み合いが、多方面から物
ごとを見る必要性を教えてくれました。（Y・N） ★受講者の失敗談をもとに、リーダーシップと
は、経営へのアプローチとは等の実話を講義していただいた
手法はとても感動した。（M・H） ★総合発表において、各
社の取り組みを参考にさせてもらえることが最大のメリット
であった。その裏事情が聞けたことも有意義であった。（M・
H） ★講義中、つねに自分の仕事にどのように結びつけれ
ばいいかを考えていた。（E・O）

講義：体系だった「学び」

★後半は、前半のチームワークが活かせた。1ヵ月間のインターバルが良かったと思う。全講師と
もにすばらしく気づきをもらった。（E・O） ★失敗が大きいほど、リーダーシップがとれる。リ
スクをコントロールしていくことがリーダーの条件である。（A・O） ★人材の育成をいかにやっ
ていくか、特に受け身型から発信型へどう意識を変えていくかが重要であると気づいた。（S・T）
★今まで、IT Strategy とは何か頭を悩ませていたので、Strategy by ITで気が楽になりまし
た。（Y・H） ★やはり、開示がスタートポイント。（H・T） ★経営の理解を得るための各種手
段を学んだ。一番重要なこととして、情報を意味ある形に分析する能力が挙げられていた点、また
経営・組織を動かす必要な手順を理解できたと思う。（N・O） ★イノベーションは何もないとこ
ろから創るものではなく、運用のなかから少しずつアイデアを出し、考えることから生まれる。ま
た変革は自ら創り出すものであり、やらないと何も変わらない。（K・K） ★ IT は情報の加工で
あると考えていたが、情報を分析し高価値化するという高いレベルの活用法があることに気づいた。
（N・T） ★マインドセット、考え方の軸を見つけることができた。（T・S） ★自部門だけでな
く全体を俯瞰することが重要であることを改めて認識したが、こ
のような思考をつねにもち続ける努力をしたい。（K・M） ★卓
越したCIO の共通要素は、信念、使命感、発信力。（T・S）
★今回知り合った同期の方々との交流を継続し、相互に新たな
「気づき」と「学び」を繰り返していければと考えている。（I・
N） ★当研修で得た気づきを、経営の視点をもって自ら実行し
たい。（I・N）

ケーススタディ：「気づき」を得る

総合発表：「できる」予感

★ IT の可視化を実践していきます。IT 部門は全社を見渡せる部門、そしてイノベーションを推進
できる部門としての自負とプライドをもって今後の業務に取り組んでいきます。（A・O） ★意思
決定する楽しさと、迷ったらチャレンジを選ぶことをまずは実践していきます。（T・H） ★うま
くいかないとき、壁にぶちあたったときに立ち返る場所ができたのが、この研修の大きな収穫。
（K・Y） ★「とにかくやってみる」をさらに実践していきたい。（K・S） ★やるべきことはわ
かったので、あとは行動するのみ。（A・M）

全体総括：今後の抱負

★ IT 部門の仕事は不可能を可能にすること。成長する企業のCIO は正解がないことに取り組み、
正解にしてきている。（T・K） ★見える（見せる）化、共有化、ここから始まるイノベーション、
変革していく行動こそ、企業活動のすべてである。（T・Y） ★「情報による戦略」というキーワ
ードがすっきりした。CEO、CIO ともに、情報の使い方や整理の仕方を知っていることが重要で
あり、だからこそイノベーションを起こせるのだと理解することができた。（K・M） ★「事実を
追及し、分析していく」すべての業務に対して必須であると認識した。（M・H） ★イノベーショ

ンは運用のなかから生まれるという論点は非常に納得した。また、多様な
業種のディープな苦労話は今後に役立つ。（K・I） ★ IT は能動的に動
き、経営の一角としてもっと参画していくべきだと考えました。（O・T）
★組織戦略とは組織図みたいなものをイメージしていたが、形より何をす
るか、どう育てるかが重要であると感じた。（N・T） ★イノベーション
は、「ひと山当てる」という感覚がなきにしもあらずですが、自身の細かい
積み重ねと、イノベーションを生み出す環境を創り出す立場としての自覚
が必要だと思った。（Y・N） ★ IT の変化がビジネスに与える影響の大き
さを理解した。機会あるごとに積極的に提案していきたいと思う。（M・
N） ★考えることによって思いが深まる。イノベーションは小さな改善
の積み重ねであることを学んだので、一歩ずつ着実に実践し、職場の活性
化による成果創出に結びつけていく。（H・T）

ケースメソッド：とことん「考える」■■■

■■■

■■■

■■■

■■■

［イノベーション経営カレッジ］プログラムレポート



バランス感覚を矯正・修正したいと思って参
加しました。プログラムの内容も、参加メンバ
ーが互いの考えを開示し、意見交換する機会
が多く、いろいろな話、価値観を取り込むこと
ができて、当初の狙い通りの価値をいただいた
と感じています。

本音で語り合う関係を
継続させる

糟谷 当社の場合、流通業界の情報しか入り
にくいこともあり、つねに金融業や製造業など
の異なる業界でのベンチマークしたいと思って
います。それが、プログラムで成功事例やソリュ
ーションを目の当たりにすることができ、また、
それをどう活かしたらいいかを考えるきっかけ
ができました。今はそれらが手中にあり、いつ
でも何かに使えるという感じはありますね。

原田 私は、プログラムのときの資料を社内で
かなり参考にさせてもらいました。考え方も大
変整理されているので、伝えたかったことが伝
わりやすい。例えばテストの品質を上げるにし
ても、自分たちはどのやり方を採るのかとか、
また、受け身から攻めへというマインドセット
としても。それ以外にも、本当に参考になるお
話や資料が多かったです。
増山 受講の成果と言えば、私は時間の使い
方が変わりましたね。いろいろな人と接触する
時間を設ける、それもできれば社外の人と。自
分だけでなく部下にも、IMCJ のネットワーク
を紹介したり、セッティングしたりして「会っ
てこい」という具合に、行動するようになっ
た。ある意味、転機になったわけです。
保本 プログラムに自社の課題解決の発表の
場もあり、それに対して皆さんから意見もいた
だいたので、持ち帰ってさらに検討したりした

花王株式会社
情報システム部門 GBS 部 サプライチェーン
マネジメントグループ 部長

原田 良一 氏（3期生）

のですが、私はそれをもう一度発表する機会が
あるといいと思いますね。自分の価値観やバラ
ンス感覚を修正する機会としても。
原田 同窓会や同期会など、事務局でもいろ
いろやってくださっているけれど、このカレッ
ジの良さは本音で語れるところですよね。
糟谷 このカレッジが、一般的なセミナーと大
きく異なるのは、そうそうたる講師陣との距離
感だと思います。異質ですよね、逃げられない
関係というか（笑）。
保本 人数が少ないというのもありますし。一
般的な異業種交流会のようにその場で終わる
関係ではなく、その後もずっと長く続く関係と
いう意味では、海外進出企業の日本人会のよ
うな感じですかね。「同じ釜の飯を食う」みた
いな共感、深い人脈を得ることができるという
点など。
原田 その本音の部分を活かした交流の場が、
今以上にあるといいですね。
増山 私がやりたいと思っているのが、分科会
みたいに、個別の具体的なテーマを設けて集ま
ること。データセンターとか、BCP とか、皆
それぞれに関心があるテーマがあり、カレッジ
に参加した企業で成功事例をもつ企業も多い
ですよね。
原田 確か半年くらい
前に BCP の情報交換
会をしようよ、という話
がありましたね。
増山 3 期の方々で集
まられたんですね。そ
れを期をまたいで、で
きたらいいなと。

企業横断型で
提言できる取り組みを

保本 イノベーションといっても、変えること
が目的になると逸脱してしまう。割合に日本の
企業は、新しい技術が出て、メディアで採り上
げられたりすると、右へならえで採り入れたり
するけれど、本当はそこにその技術は要らなか
ったのではないか、といったこともあると思う
んですよね。
原田 その意味では、失敗例が聞きたいです
ね。我々も同じ轍を踏みそうな話もあるでしょ
うし、どこに意思決定の過ちがあったのか、抑
止力として何が足らなかったのか、そういう議
論ができれば面白い。
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自分たちの立ち位置を
確認した9日間

糟谷 今日は IMCJ のプログラムを受講した
目的や成果などを振り返るということですの
で、私は、昨日、受講時に書いたものを見返
してみました。それによると、目的は自社グル
ープ外の交流を広げることと自社のIT 部門の
役割や取り組みの位置づけを確認したいと書
いていましたね。振り返ると、この2 つの目的
は達成されたと思います。
原田 私も、自分たちの仕事の在り方──若
手･中堅の育て方や、経営に対してどのような
提案ができているのかなど、他の企業と比べて
どのポジションにあるのか大変興味がありまし
た。実際に受講してみて、メンバーからいろい

ろ話も聞けましたし、講師の方々からも本来あ
るべき位置づけというお話をいただいたので、
非常にありがたかった。
増山 私は第一線で活躍されているリーディ
ングカンパニーのトップの方々がどのような思
いで、どんな手腕を振るっているのか、そんな
お話が聞けるのが楽しみで臨みました。ところ
が、想定以上の気づきがあって、それは今まで
自分は他力本願だったということ。トップにこ
うしてほしいとか、会社がこうあってほしいと
か思っていたのが、受講時にCEO やCIO に
問いかけたら、「それはお前がやるんだ」と言
われて目から鱗が落ちました。それ以降、上が
どうであれ、自分がやりたいことをやればいい
んだ、と考え方も行動も変えるきっかけになっ
たと実感しています。
保本 私の場合は、当然だと思っていた社内
の価値観を、外部に出て他の価値観に触れ、

［イノベーション経営カレッジ］受講の成果

プログラム受講後の感想に熱い思いを綴った卒業生は、今なお

その思いを抱き続けているのか。2011 年 12 月、年末の多

忙ななか、3･4 期の卒業生4 名にお集まりいただき、その後

の変化、抱負などを伺いました。

株式会社ローソン
ITステーションシステム企画
シニアマネージャー

糟谷 俊文 氏（3期生）

得たものの大きさを
振り返る
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IT は「人が全て」ですから、私は IMCJ のプロ
グラムも人の質を高める重要な投資だと捉えていま
す。弊社がこれまで送り出した5 名は、中堅として
今一番活躍し、今後さらに IT 部門を担っていくだ
ろうという人材です。そこにおいて期待したのは、
対外的な人間関係の広がりと、自分の仕事に対する
気づきを得ること。本人や直属の上司に聞いてみて、
その成果は充分にあったと感じています。
例えば、新しいことをしようとすると必ず抵抗や

壁がありますが、彼らは真面目なのでそれらをまず
取り除かなくてはと考える。しかし、イノベーショ
ンを実際に遂行してきた方々は、障壁があってもそ
れを突破して成し遂げられた。得難いお話を聞くこ
とで、「まだやることがある」と感じることができた
のではないかと思います。
今後に期待するのは、自分たちの仕事に誇りをも

つことでしょうか。自分で考え、感じ、惜しみなく
最大限の努力をして満足感と納得できる仕事をする
──評価は自分自身のなかにあり、それによってモ
チベーションを高めるという。仕事は社会に役立つ
ものであり、そのためにプロとしてIT を使うようで
あってほしいですね。（1･2･4･6 期参加企業）

これまで、私たち IT 部門の担当領域としては基
幹系が中心で、商品のデジタル化については取り組
みが弱い状況でした。商品のデジタル化が高度にな
るに従って、基幹系とのかかわりが強くなり、基幹
系とデジタル商品の連携がスピーディにできないと、
競争力が劣ってしまいます。ここの連携を密にする
と同時に、これからの商品のデジタル化には、IT の
力がより必要になると思っています。
そのためには、IT 部門のメンバーはもっとビジネ

スの近くに入り込んで、事業部門と一体となって意
見や思いを積極的に出していく必要があります。そ
のリーダー育成のための研修として、IMCJ に参加
させていただきました。
研修内容の良し悪しを測る意味でも、初回は何ご

とにも厳しい判断をするメンバーを派遣したのです
が、彼の評価がとても高かったので、以降、3 期連
続で受講生を出しました。皆、刺激になったようで
すし、何より同期生の一体感が強く、そうした人的
ネットワークができたことは、彼らにとって大きな財
産になっただろうと思います。こうして飛躍的に広
がった視野を、どうビジネスに活かすか。まさにこ
れからに期待したいですね。（4･5･6 期参加企業）

自分たちが
納得できる
仕事をするために

視野を広げて
ビジネスに
貢献してほしい

東京ガス株式会社
執行役員
IT 活用推進部 部長

久保田 宏明 氏

●

株式会社ベネッセコーポレーション
基盤本部
IT 戦略部 部長

樋口 康弘 氏

●

10年後を
リードする
存在として

受講生を送り出した企業が、IMCJ のプログラムに期待したこ

とは何だったのか。その狙いと、さらに今後、彼らに賭ける思

いを上司の立場からお話いただきました。

［イノベーション経営カレッジ］受講の成果
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統一化によるメリットを中心に議論するとか。
原田 社会的にどういう基盤が必要かといっ
た議論をして、それを皆でつくり、実現させる
プロセスがあればもっといいですよね。
保本 我々が横並びで「ぜひやりましょう」と
言っても、「上が動かなきゃ」「国が……」み
たいな話が必ず出てくるので、このネットワー
クを縦につなぐものもほしいところですね。
原田 皆でとりまとめて発信すれば、上が動
くことも一方ではある気がします。とりあえ
ず、何か形を創ってみることから始めてもいい
かもしれませんね。

＊本座談会の出席者および右ページの上司の方々の所属・役職は

2011 年12 月時点のものです。

糟谷 少し話が大きくなるのですが、業界横
断の標準化など、皆さんと協力してできること
があるような気もします。例えば、何かのマス
タが統一化されて提供されれば、加速的に連
携できることが増えてくると思いますし。
原田 プログラム受講のときに、糟谷さんにお
願いした記憶があります。そこが統一化されれ
ば私たちの業界は非常に助かる（笑）。
糟谷 流通のなかだけではなく、別の業界との
連携でもあり得ますよね。このプログラムで講
義をされるCEO・CIO の方々は、「日本のIT
をどうにかしなくては」という思いがとても強
かったという印象です。自社という枠を超え
て、私たちカレッジの卒業生でもできることが
あるのではないか、と。
増山 グローバルな競争のなかで、企業間の
連携がない非効率性、改善すべきところなど、

株式会社ティージー情報ネットワーク
ITソリューション1部　LIVALIT プロジェクト
マネージャー

増山 陽平 氏（4期生）

株式会社ベネッセコーポレーション
基盤本部 IT戦略部　
文教･高校生担当部長

保本 尚宏 氏（4期生）



株式会社NTTデータ　総務部 社会貢献推進室 イノベーション経営カレッジ推進担当
TEL：050-5546-8697／FAX：03-5546-8068／E-mail：nttdata@imc-j.jp

＊イノベーション経営カレッジは、株式会社NTTデータの20周年記念事業の支援を受けて実施しています。
NTTデータの20周年記念事業における「イノベーション経営カレッジ」への取り組みについては、下記にお問い合せください。

2012年度 第8期

イノベーション経営カレッジ
プログラム開催予定

前半4 日間：2012 年10 月23日（火）～26日（金）
後半5 日間：2012 年11 月26日（月）～30日（金）
会場：軽井沢プリンスホテル（長野県北佐久郡軽井沢町）

参加費用：
＜1名様あたり＞630,000 円（消費税込）
＊宿泊（個室）･食事代込み／会場までの交通費は含みません。

詳細は･･･

http:// imc-j . jp

〒103-0012 東京都中央区日本橋堀留町1-10-11 井門堀留ビル4階
TEL：03-3249-4101／FAX：03-5645-8493／E-mail：im_college@juas.or.jp

イノベーション経営カレッジ担当

「イノベーション経営カレッジ」へのお申し込み、お問い合せは‥‥




